
公立大学法人福知山公立大学の
業務の実績に関する評価一覧表

平成28～平成30事業年度の法人・評価委員会評価

及び2019事業年度・中間評価の法人自己評価

資料１０



中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

16 36 36 27 31

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

1 3 3 1 3 3 1 3 3 1 4

2 3 3 2 3 3 2 3 3 2 3

3 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3

4 4 3 4 3 3 4 3 3 4 3

5 3 3 5 3 3

6 3 3

大学の理念の実現と発展に必要な長期
的な戦略を計画し、地域に根ざし、世
界に通用する高い専門能力と多角的な
視点を持ち、さらに、地域社会の様々
な分野におけるニーズに対応した指導
的役割を果たせる人材を育成するため
の自由な発想と行動力、分析企画力、
実行力、公共マインドを涵養する。

幅広い視野と豊かな人間性を涵養し、
創造的思考力、課題解決力、協調・協
働力、コミュニケーション力といった
社会人基礎力など、行動･実践の基盤
である生きていくための総合力(人間
力)を涵養するためにインターンシッ
プ等も取り入れた教養教育を実践す
る。

②行動・実践の基盤である生きていくための総合力(人間力)を涵養する教養教育の重視

3

4

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

項 目 別 の 状 況

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

１　教育の質の向上に関する目標
（１）教育の成果に関する目標

H28年度計画

教育研究において、地域、自国、そして世界に対する理想を持ち、教養・専門的知識を生涯にわたって学修し、それを実践する力を涵養す
る。
特に、地域協働型教育研究を通して、創造的思考力、課題解決力、協働・協調力、コミュニケーション力など、社会人に必要となる基礎能力
を涵養する。地域社会そのものを教育の場としたフィールドワークやインターンシップに主体的に取り組み、地域の人や資源を教材とした教
育研究を実践する中で、地域社会が抱える様々な課題解決に向け、関係者や関係機関等との協議調整、企画立案や提案を行うことができる人
材を育て、地域社会に還元する。

①自由な発想と行動力、分析企画力、実行力、公共マインドの涵養

1

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

（１）教育の成果に関する目標を達成するための取組

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

2

1



3

様々な地域課題に対し、質の高い理論
による専門教育と地域協働型の実践教
育を通じ課題解決能力を養成し、協議
調整や企画立案を行うことができる人
材を育て、地域社会に還元する。

4 6 4 3 7 3 3 5 2 2 5 4

7 3 3 8 3 3 6 3 3 6 3

8 3 3 7 2 2 7 4

9 3 3

学生のリーダーシップやモチベーショ
ンを向上させる取り組みを進めるとと
もに、ワークショップ等のグループ学
修を含め、共感性を養いながら学生自
らが主体的に学修を進めるアクティ
ブ・ラーニングを推進する。

4

④主体的な学びの支援・推進

4

③理論と応用の学びを踏まえた実践・実習による学びの徹底

2



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

10 4 3 9 3 3 8 3 3 8 4

11 3 3 10 3 3

12 4 4

第４　教育研究等の質の向上に関する目標
１　教育の質の向上に関する目標
（１）教育の内容等に関する目標
　　①学位授与に関する目標

中　期　目　標

本学が育成する人材像に基づき、ディ
プロマ・ポリシーを明確に定め、教育
の成果に関する目標に基づく教育と評
価により、学生及び社会に対して教育
の質を保証する。

中期計画

（２）教育の内容等に関する目標を達成するための措置

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

35

中間評価
法人評価

H28年度計画

①学位授与の明確化

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

基本理念・目的を踏まえ、どのような人材を育成し、どのような力を身に付けた者に学位を授与するのかを定める基本方針として、ディプロ
マ・ポリシー（学位授与の方針）を明確化し、学生の学修成果目標を明示する。

3



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

13 4 3 11 3 3 9 3 3 9 3

14 4 3

15 3 3 12 3 3 10 3 3 10 3

16 3 3 13 3 3

17 3 3 14 3 3

18 3 3 15 2 2

19 3 3 16 4 4 11 3 3 11 4

20 3 3

ディプロマ・ポリシーを踏まえた明確
なカリキュラム・ポリシーを策定す
る。併せて、各授業の到達目標、授業
計画、成績評価の方法と基準等を明示
したシラバスの充実化を図る。

教育に関する自己点検･評価を行うと
ともに、外部評価を定期的に受審す
る。また、組織的なファカルティ・
ディベロップメント（FD）に関する研
修、他大学教員との交流等を実施し、
その成果を教育内容や教育手法の改善
に活用する。併せて、学生の授業評価
を定期的に実施し、教育活動の改善に
反映する。

中期計画

自己点検・評価の実施及び外部評価の
受審に向けた内部質保証への取り組み
を推進する。

②教育内容･手法の充実

中間評価
法人評価

H28年度計画

8

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

１　教育の質の向上に関する目標
（２）教育の内容等に関する目標
　　②教育内容・手法の充実に関する目標

中　期　目　標

ウ　内部質保証への取り組みの推進

4

3

7

6

イ　ファカルティ・ディベロップメント（FD）の推進

ア　カリキュラムの充実等

3

ディプロマ・ポリシーの達成のために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を実施し、学修成果をどのように評価する
のかを定める基本的な方針として、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）を明確化する。
また、社会や学生のニーズに照らして、教育内容とその手法について常に最適化を図るため、カリキュラム（教育課程）の見直しとファカル
ティ・ディベロップメント(授業方法・内容を改善・向上させるための組織的な取り組みの総称をいう。）を推進する。

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

（２）教育の内容等に関する目標を達成するための措置

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

4



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

9
ディプロマ・ポリシー、カリキュラ
ム・ポリシーを踏まえて明確なアド
ミッション・ポリシーを定め、公開す
る。

4 21 4 4 17 3 3

22 3 3 18 3 3 12 3 3 12 3

13 4

14 3

15 3

（ア）優秀で多様な人材の確保
　優秀で多様な人材を確保するため、
入学後の追跡調査結果を踏まえ、地域
に根ざした公立大学として、地域枠を
含む入学者選抜方法を策定する。

10 4

（２）教育の内容等に関する目標を達成するための措置

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

１　教育の質の向上に関する目標
（２）教育の内容等に関する目標
　　③入学者の受け入れに関する目標

中　期　目　標

中期計画

③入学者の受入れに関する目標を達成するための措置

イ　入学者選抜方法の策定

ア　アドミッション・ポリシーの周知

R1年度計画

基本理念・目的、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容等を踏まえ、入学者を受け入れるための基本方針として
アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）を明確化し、目的意識や学修意欲の高い入学者を確保するとともに、社会人をはじめ多様
な人材の積極的な受け入れを行うため、広報活動の充実や入試選抜方法の最適化を図る。

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画

5



11

（イ）高大接続
　高大接続システムの動向及び学力の
３要素、３ポリシーを踏まえた入試制
度を検討する（平成29年度～）。 3 23 3 3 19 3 3 13 3 3 16 3

24 3 3 20 3 3 14 3 3 17 3

25 3 3 21 3 3 15 3 3 18 4

22 3 3 19 3

ウ　学生募集活動の充実・体制強化

12
高校や受験生の動向を把握し、出前講
義を導入する等学生募集活動の改善に
努める。 4

6



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

13

自己点検・評価や、教育研究審議会及
び経営審議会等での意見を踏まえ、学
部・学科の再編や大学院の設置等につ
いて将来構想を策定し、その実現を目
指す。

5 26 3 3 23 3 3 16 3 4 20 5

27 3 3 24 3 3 17 3 3 21 3

28 3 3 25 3 3 18 3 3 22 3

29 3 3 26 3 3 19 3 2 23 3

30 3 3 27 3 3 20 3 3 24 4

28 3 3 21 3 3 25 3

29 3 3 22 2 2 26 4

30 3 3 23 3 3

ア　生活支援
②学生支援

①将来構想の策定

14

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

１　教育の質の向上に関する目標
（３）教育の実施体制に関する目標

中　期　目　標

中期計画

基本理念・目的に基づいた人材を育成するため、必要な教育体制を充実・強化するとともに、基本構想を踏まえ、現行の学部学科の再編成を
視野に入れながら、適正な教育組織、事務組織の配置を行う。

（３）教育の実施体制に関する目標を達成するための措置

１　教育の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

学生の心身の健康増進と安心・安全な
学生生活への支援の充実を図る。 3

7



31 3 3

31 3 3 32 3 3 24 3 3 27 4

32 3 3 33 3 3 25 2 2 28 4

33 3 3 34 3 3 26 3 3 29 3

34 3 3 35 3 3 30 3

35 3 3

16
外国人留学生の受け入れと生活支援、
学生の留学支援、海外の大学・研究機
関等との連携、協定の締結等に取組
む。

3 36 3 3 36 3 3 27 3 3 31 4

③国際交流の推進

イ　キャリア支援

15

14

専任の担当者によるキャリア形成及び
就職活動支援を実施する。

学生の心身の健康増進と安心・安全な
学生生活への支援の充実を図る。 3

4

8



中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

7 8 11 10 10

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

37 3 3 37 4 4 28 4 4 32 4

38 3 3 38 4 4 29 3 3 33 3

39 3 3 30 3 3 34 3

39 3 3 40 3 3 31 3 3 35 3

41 3 3 32 4 4 36 4

42 3 3

19 地域や組織、団体、業種間を越えた連
携・協力を推進する。 4 40 3 3 43 4 4 33 3 3 37 2

20 防災・危機管理に関する組織を検討し
（平成30年度～）、設置を目指す。 3 44 3 2 34 2 2 38 3

①地域に資する地域経営研究の拠点大学

18

17

統計資料をはじめ北近畿地域の様々な
情報の収集、整備を図る。

イ　関係情報の収集

ア　地域経営研究の拠点大学づくりへの取り組み

中期計画

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

２　研究の質の向上に関する目標
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標

中　期　目　標
「地域協働型教育研究」を展開し、持続可能な社会システムの構築のための研究を理論と実践の両面から推進する。そのため、北近畿地域に
おける開かれた学びの拠点として、「過疎・少子高齢化」、「若者の雇用確保」、「地域産業の振興」などの課題に対して、地域や組織、団
体、業種間を超えた連携・協働体制を構築し、研究成果を教育や地域社会に還元する。

H30年度計画 R1年度計画

（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標を達成するための措置

２　研究の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

3
「地域協働型教育研究」を展開し、積
極的に地域社会との関わりを持つ中
で、世界的な視野を持ちながら、過疎
化の進展、地域産業の衰退など地域の
様々な課題の解決に資する地域経営研
究の拠点大学を目指す。

中間評価
法人評価

H28年度計画

③防災・危機管理に関する研究

②開かれた学びの拠点として、外部団体との連携・協力の推進

H29年度計画

3

9



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

21
科学研究費補助金や科学技術振興機構
等の補助金ほか、外部資金獲得を推進
する。 3 41 3 3 45 2 2 35 3 3 39 4

22
北近畿地域の自治体をはじめ、委託事
業・共同事業の獲得を推進する。 3 42 3 3 46 3 3 36 3 3 40 3

毎年度における学内研究費の適切な配
分と執行を行う。

43 3 3 47 3 3 37 3 3 41 3

研究に関する規程を整備する。 44 3 3

③研究費の適切な配分と執行

②自治体等からの委託事業・共同事業の獲得

①外部資金の獲得

23

中　期　目　標

中期計画

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

（２）研究の実施体制に関する目標を達成するための措置

２　研究の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

２　研究の質の向上に関する目標
（２）研究の実施体制に関する目標

3

教員の研究活動を促進するため、研究費を競争的かつ重点的に配分するなど、明確なインセンティブを与える。また、質の高い研究成果を得
るため、研究支援体制の充実・強化、研究環境の整備を図るとともに、競争的研究資金や受託研究、共同研究等の外部資金の獲得促進のため
の支援体制を構築する。

10



中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

8 12 16 14 10

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

45 4 4 48 3 3 38 3 3 42 3

46 3 3 49 3 3 39 3 3 43 3

50 3 3 40 3 4 44 4

47 3 3 51 3 3 41 3 3 45 3

48 3 3

24

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

中　期　目　標

中期計画

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

大学の教職員等により、多世代のニーズに応えられる内容を備えた公開講座や社会人教育講座等を開催し、地域社会を担う人材育成や地域社
会の満足度の向上に取り組む。また、地域社会が抱える課題を対象とした実践的な調査研究と課題解決に向けた提案を行うなど、大学が有す
る知的資源の還元を積極的に推進する。

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標
（１） 多世代人材育成と持続可能な社会形成への学術アプローチ

（１）多世代人材育成と持続可能な社会形成への学術アプローチ

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

地域社会を担う人材を育成するため、
多世代並びに社会人向け公開講座の開
催や生涯学習や専門分野教育を受講で
きる制度を構築するとともに、大学施
設の利用を推進し、地域に開かれた大
学づくりを進める。

4

持続可能な社会形成や地域課題解決の
ため、大学が有する知的資源等の有効
活用を推進する。 4

②大学の知的資源等の有効活用推進

①公開講座や大学施設利用の促進

25

11



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

26 地域連携・地域協働の拠点となる「北
近畿地域連携センター」を設置する。 4 49 3 3 52 3 3 42 3 3

50 3 3 53 4 4 43 3 3 46 3

54 3 3 44 3 3

28
北近畿地域の各自治体との連携強化を
推進し、福知山公立大学がシンクタン
クの役割を果たせるよう取り組む。 3 51 4 4 55 4 3 45 3 3 47 3

52 2 2 56 3 3 46 3 4 48 4

47 4 4 49 3

④「まちかどキャンパス」の実施

③北近畿地域の自治体との連携強化推進

②学外の知的資源等の有効活用推進

①「北近畿地域連携センター」の設置

29

27

4

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標
（２） 地域連携・地域協働の実施体制整備

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

（２）地域連携・地域協働の実施体制の整備

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

北近畿地域の行政機関や企業、金融機関、各種団体等の相談対応やコーディネートを行う機能等を有するセンターとして、福知山公立大学内
に「北近畿地域連携センター」を設置し、全学的かつ組織的な地域連携・協働体制を構築する。
また、様々な機関や団体が有する知的資源、人的資源を活用できる体制を整備し、積極的な地域連携・地域協働を展開することにより、地域
ニーズを的確に把握し、学部学科の再編成や定員増など将来計画策定につなげる。

3様々な機関や団体が有する知的資源、
人的資源等の活用を推進する。

福知山公立大学が北近畿地域の住民に
とっての大学として身近に感じてもら
えるよう、大学講義等をキャンパス内
だけでなく、市内及び市外のまちかど
施設等を活用して実施するなど、地域
住民に「見える」大学づくりを推進す
る。

12



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

53 3 3 57 3 3 48 3 3 50 3

58 3 3 49 3 3

59 3 3 50 3 3

60 4 4

30

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標
（３） 地域連携と社会貢献

中　期　目　標

中期計画

北近畿地域の行政機関や企業、金融機関、各種団体等と連携し、地域社会が抱える様々な課題に対し、その解決に向けた積極的な取り組みを
展開することにより、社会貢献を進める。

中間評価
法人評価

H28年度計画

（３）地域連携と社会貢献

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

4
「北近畿地域連携センター」が窓口と
なり、地域連携と社会貢献活動を多角
的に実施する。

13



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

54 3 3 61 3 3 51 3 3 51 3

55 3 3 62 3 3

56 4 3 63 3 3

31

（４）地域連携体制の構築による安定した就職先の確保

第４　教育研究等の質の向上に関する目標

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標
（４） 地域連携体制の構築による安定した就職先の確保

中　期　目　標

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画H28年度計画

３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置
第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置

3

学生が早い段階から将来への目的意識を明確に持ち、自己実現を図るための充実した学生生活が送れるように、就職や自立に向けたキャリア
教育に積極的に取り組む。
そして、北近畿地域の行政機関や企業、金融機関、各種団体等との連携体制を構築し、インターンシップの充実強化を図ることにより、地元
企業等への就職を促進し、学生の安定した就職先確保を実現させる。

インターンシップ受入先の拡充・開拓
及び就職情報の収集に努めるととも
に、キャリア教育を積極的に実施し、
全学的な体制による就職活動の支援を
行う。

中期計画
中間評価
法人評価

14



中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

19 24 31 19 20

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

57 3 3 64 3 3 52 3 3 52 4

65 3 3

66 3 3

33
理事長（学長）がリーダーシップを発
揮するため、事務局の企画機能を強化
して理事長（学長）を支える体制を整
備する。

3 58 3 3 67 3 3 53 3 3 53 3

34
教職員の協働により機動的な学内運営
を図る。 3 59 3 3 68 3 3 54 3 3 54 3

32

②企画機能の強化

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

3
理事長（学長）を中心とし、教員、職
員、学生がそれぞれの特性を活かし、
協力して法人経営・大学運営に取り組

む。

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

１　経営体制に関する目標
（１） 安定的・機動的な管理体制の構築

中　期　目　標

中期計画

健全で強固なガバナンス及び経営戦略を確立し、将来にわたって安定的かつ機動的な法人経営・大学運営を行うための持続可能な管理体制を
構築する。

（１）安定的・機動的な管理体制の構築

１　経営体制に関する目標を達成するための措置

③機動的な学内運営

①理事長（学長）中心の管理体制

15



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

60 3 3 69 3 3 55 3 3 55 4

70 3 3

71 4 3

72 4 3

73 4 3

36
法人経営・大学運営の全般、重要事項
について外部理事及び外部委員と協議
し情報を共有することにより、継続的
な経営改善に取り組む。

3 61 3 3 74 3 3 56 3 3 56 3

②経営改善への取り組み

１　経営体制に関する目標を達成するための措置
第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

福知山市議会や公立大学法人福知山公
立大学評価委員会、市民、企業、各種
団体等からの要望や意見を真摯に受け
止め、法人経営・大学運営に反映す
る。

4

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

①外部意見の取り込み

35

中間評価
法人評価

H28年度計画

理事長（学長）のリーダーシップのもと、福知山市議会や公立大学法人福知山公立大学評価委員会等の意見を十分に把握し、施策に反映させ
る。また、理事会の外部理事、経営審議会や教育研究審議会の外部委員等の意見を積極的に取り入れ、常に健全で安定した法人経営・大学運
営が実現されるよう、教職員一人ひとりの業務改善への意識を高め、継続的に経営改善に取り組む体制を構築する。

（２）外部意見の取り込みと経営改善への取り組み

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

１　経営体制に関する目標
（２） 外部意見の取り込みと経営改善への取り組み

中　期　目　標

中期計画

16



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

62 3 3 75 3 3 57 3 4 57 3

63 3 3 76 3 3

64 3 3 77 3 3

65 3 3 78 2 2

66 3 3 79 3 3 58 3 4 58 3

67 3 3 80 3 3

授業内容・方法等の改善及び向上を目
的として、ファカルティ・ディベロッ
プメント（FD）を推進する。

大学教職員として必要な基礎能力、学
生支援能力、教育研究支援能力、法人
経営・大学運営に係る能力の向上を目
的として、スタッフ・ディベロップメ
ント（SD）を推進する。

②スタッフ・ディベロップメント（SD）の推進

２　組織・人事制度と人材育成に関する目標を達成するための措置

3

3

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

38

37

ファカルティ・ディベロップメント、スタッフ・ディベロップメント（職員全員を対象とする管理運営及び教育・研究支援までを含めた資質
向上のための組織的な取り組みの総称をいう。）の充実及び研修への参加促進を図ることにより、教職員の資質向上につなげる。
また、職員については、他大学や他機関との人事交流等の具体的取り組みを実施し、多彩で有能なプロフェッショナル職員の養成を行う。

（１）教職員の養成

２　組織・人事制度と人材育成に関する目標
（１） 教職員の養成

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

中　期　目　標

中期計画

①ファカルティ・ディベロップメント（FD）の推進

17



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

39
教職員の職務遂行能力を高め、職務実
績を適切に評価するため、教職員人事
評価制度を導入する。 3 68 3 3 81 3 3 59 3 3 59 3

40
教職員人事評価制度の活用により、個
人の資質向上を図るとともに、活力に
満ちた組織を維持する。 3 60 3

R1年度計画

（２）人事評価制度の構築と導入

２　組織・人事制度と人材育成に関する目標を達成するための措置

②人事評価制度の活用

①人事評価制度の導入

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画

理事長（学長）のリーダーシップのもと、教職員人事評価制度を構築し導入することにより、能力・実績に基づく人事管理の徹底、組織全体
の士気高揚、職務能率の向上を図る。

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

２　組織・人事制度と人材育成に関する目標
（２）人事評価制度の構築と導入

中　期　目　標

中期計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

18



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

41
教育・研究や地域貢献の成果、実績や
イベント情報を大学ホームページ等に
積極的に公開する。 4 69 3 3 82 3 3 60 3 4 61 4

42
自治体や企業、各種団体、市民等と積
極的に意見交換し、ニーズを的確に把
握する。 3 70 3 3 83 4 3 61 3 3 62 3

②市民ニーズの把握

①大学活動の積極的周知

中　期　目　標

中期計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標
３　地域に開かれた大学づくりに関する目標
（１）大学活動の積極的な周知と市民ニーズの把握

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

大学の実績・成果、業務運営の状況等に関する活動の積極的な周知を行う。さらに、地域社会や市民の要請が大学運営に適切に反映されるよ
う、積極的な公聴活動等によって、幅広くニーズを把握する。

（１）大学活動の積極的周知と市民ニーズの把握

３　地域に開かれた大学づくりに関する目標を達成するための措置
第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

19



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

43 外部理事、外部委員、監事の意見等を
法人経営、大学運営に反映する。 3 71 3 3 84 3 3 62 3 3 63 3

44 市民向け報告会を開催する。 3 72 3 3 85 3 3 63 3 3 64 4

3 73 3 3 86 3 3 64 3 3 65 3

66 3

高校関係者、在学生保護者をはじめと
するステークホルダーから積極的に意
見を聴取し、法人経営、大学運営の参
考にする。

45

③ステークホルダーからの意見聴取

②市民向け報告会

①外部有識者の知見

中期計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

３　地域に開かれた大学づくりに関する目標
（１）外部との意思疎通

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

法人経営・大学運営に参画する外部有識者の優れた知見を的確に取り入れるなど、外部との迅速かつ円滑な意思疎通を図り、地域との連携活
動等を効果的に実施する。

（２）外部との意思疎通

３　地域に開かれた大学づくりに関する目標を達成するための措置

中　期　目　標

20



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

46 職員の能力、適性を的確に把握し、人
材の有効活用を図る。 3 74 3 3 87 3 3 65 3 3 67 3

75 3 3 88 3 3 66 3 3 68 3

76 2 2 89 3 3 67 3 3

77 3 3 90 3 3

大学運営の優先順位を見極めて予算を
配分し、効果的、効率的に執行する。

①人材の有効活用

47

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標
（１）効率的・合理的な体制の整備

中　期　目　標

中期計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

②効果的、効率的な予算執行

財政、人的資源を効果的、効率的かつ合理的に大学運営に活用できる体制と課題の分析による対策を整備する。

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

3

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置

（１）効率的・合理的な体制の整備

21



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

78 3 3 91 4 4 68 3 3 69 4

92 3 3
48 自己点検・評価を定期的に実施し、大

学運営の維持・向上を図る。 3

（２）体制の維持・向上

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置
第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

見直し・点検を行える体制を確立し、大学運営の維持・向上を図る。

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標
（２）体制の維持・向上

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画

22



番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

49
教職員の定員規模については、学生数
の増加や教育内容の変化に対応し、適
宜見直す。 4 79 3 3 93 3 3 69 3 3 70 3

50 多様で柔軟な人事制度により効率的な
運営を図る。 3 80 3 3 94 3 3 70 3 3 71 3

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標
（３）多様で柔軟な人事制度

中　期　目　標

中期計画

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標

H30年度計画 R1年度計画H29年度計画

②効率的な運営

①定員規模

中間評価
法人評価

H28年度計画

教職員の定員規模については、質の高い教育研究環境は維持しつつ、多様な雇用形態や人事制度により適正化を図る。

（３）多様で柔軟な人事制度

４　大学運営の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置
第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

23



中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

12 20 24 15 13

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

81 3 3 95 3 3 71 3 3 72 4

82 3 3 96 3 3 72 3 3 73 4

83 3 3 97 3 3 73 3 3 74 3

84 2 2 98 3 3 74 3 3

85 3 3 99 3 3

（１）定員増等

52

51
志願者数の増加及び入学者数の確保に
取り組むとともに、定員増や学部再編
などの速やかな実現を図る。

大学運営の優先順位を見極めて予算を
配分し、効果的、効率的に執行する。
（再掲） 3

（２）効果的、効率的な予算執行

4

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

中　期　目　標

中期計画

第６　財務内容の改善に関する目標

１　安定的な経営の確保に関する目標

毎年度、法人経営・大学運営に要する経費として法人の設立団体である福知山市から交付される運営費交付金が、設立時からの当面の間は国
から交付される地方交付税及び福知山市の一般財源により賄われることを踏まえ、税負担を最小に抑えることが重要である。
基本構想に示した計画的な定員増加により学生数を充足させ、中期計画期間内において大学運営に必要な経常経費に係る運営費交付金の総額
を、地方交付税措置の範囲内となるよう努める。
そのため、理事長（学長）のリーダーシップのもと、徹底した支出抑制と収入確保に努め、安定的な法人経営・大学運営を行うとともに、中
長期的な視点に立った組織・経営改革を推進する。
特に、計画的な定員増加が実現しないことなどによって運営費交付金の増加が見込まれる場合は、教育の質の担保に留意しつつ、速やかに全
支出に対する抜本的な見直しを含めた経営改善計画を策定し、実行するものとする。

１　安定的な経営の確保に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

3 86 3 3 100 3 3 75 3 3 75 3

76 3

54
教職員人事評価制度の活用により、個
人の資質向上を図るとともに活力に満
ちた組織を維持する。（再掲） 3

教職員の職務遂行能力を高め、職務実
績を適切に評価するため教職員人事評
価制度を導入する。（再掲）

53

（２）人事評価制度の活用

（１）人事評価制度の導入

２　多様な人事・給与制度の構築と導入に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

H29年度計画 H30年度計画

第６　財務内容の改善に関する目標

２　多様な人事・給与制度の構築と導入

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画 R1年度計画

法人及び大学組織の活性化、教員の意識改革、優秀な人材確保を図るため、教員の教育研究、社会貢献、外部資金獲得の実績など、客観的な
評価による人事評価制度を早期に確立のうえ、その評価結果に基づく人事・給与制度を構築し導入する。
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

87 4 3 101 3 2 76 3 3 77 3

88 3 3 102 3 3

89 3 3 103 3 3

90 4 4 104 3 3

91 4 4 105 3 3

106 3 3

107 3 3

55

３　入学志願者確保に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

H30年度計画 R1年度計画

安定的な法人経営・大学運営には、毎年度、優秀な入学生を確保することが最も重要であり、安定して入学志願者を確保するための学生募集
戦略の策定が必要である。それに基づき受験生、保護者、高校、予備校など関係者に向けた取り組みを展開する。
特に、「地域で学び、地域で働く」という人材循環社会の構築に向け、北近畿地域からの入学志願者確保を重点的に取り組む。

3
志願者データを毎年度分析し、各種受
験媒体、ホームページ等を効果的に活
用した広報活動を行うともに、高校訪
問、出前講義、オープンキャンパス等
を積極的に実施する。

中　期　目　標

中期計画

第６　財務内容の改善に関する目標

３　入学志願者確保に関する目標

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

56
授業料等学生納付金は、公立大学が地
域における高等教育の機会均等に果た
す役割等を踏まえつつ適正な額を決定
する。

3 92 3 3 108 3 3 77 3 3 78 3

57 大学施設利用料金を適切に設定し、施
設の有効活用を図る。 3 93 3 3 109 3 3 78 3 3 79 3

②大学施設利用料金

①学生納付金額
（１）料金の設定

中期計画

第６　財務内容の改善に関する目標

４　自己財源の増加に関する目標
（１）料金の設定

中　期　目　標 学生納付金は、公立大学としての責任と役割を踏まえつつ、他大学の動向、社会情勢等を勘案し、適正な額を設定する。

４　自己財源の増加に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

94 3 3 110 2 2 79 3 3 80 4

111 3 3

95 3 3 112 3 3 80 3 3 81 3

113 2 2 81 3 3

国、地方公共団体、企業ほか各種団体
の外部資金の獲得を積極的に推進す
る。 4

3外部資金の獲得に関する情報を整理
し、教員に有用な情報を提供する。

第６　財務内容の改善に関する目標

４　自己財源の増加に関する目標
（２）外部資金の獲得

中　期　目　標

中間評価
法人評価

H28年度計画

活発な研究活動を展開するため、積極的に情報収集を図り、競争的研究資金や受託研究、共同研究等の外部資金の獲得に向けた取り組みを推
進する。また、市民や北近畿地域をはじめとする自治体や企業等からの寄付金制度等を確立するなど、大学自身の資金確保に向けた取り組み
を行う。

４　自己財源の増加に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

②情報の整理、提供

59

58

①外部資金獲得の推進
（２）外部資金の獲得

中期計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

60 定員増を行い、定員を充足する。 5 96 3 3 114 3 3 82 3 4 82 5

97 3 3 115 3 3 83 3 3 83 3

98 2 2 116 3 3 84 3 3

99 3 3 117 3 3

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
中期計画

第６　財務内容の改善に関する目標

４　自己財源の増加に関する目標
（３）自己財源比率の増加

中　期　目　標
活発な研究活動を展開するため、積極的に情報収集を図り、競争的研究資金や受託研究、共同研究等の外部資金の獲得に向けた取り組みを推
進する。また、市民や北近畿地域をはじめとする自治体や企業等からの寄付金制度等を確立するなど、大学自身の資金確保に向けた取り組み
を行う。

②効果的、効率的な予算執行

①定員増等
（３）自己財源比率の増加

４　自己財源の増加に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

中間評価
法人評価

H28年度計画

大学運営の優先順位を見極めて予算を
配分し、効果的、効率的に執行する。
（再掲） 361
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

62 業務内容等を把握、分析し、改善策を
検討、実施する。 3 100 3 3 118 3 3 85 3 3 84 3

中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

10 11 12 11 11

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

101 3 3 119 3 3 86 2 2 85 3

120 3 3

64
公立大学法人福知山公立大学評価委員
会の評価結果を踏まえて業務運営や教
育研究活動等の向上を図る。 3 102 3 3 121 3 3 87 3 3 86 4

（２）業務運営や教育研究活動の向上

（１）評価委員会による評価

63

H30年度計画 R1年度計画

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標

１　設立団体による評価に関する目標

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画

法人経営の健全化を図る取り組みや教育目標の達成状況など、法人経営・大学運営全般について、毎年度、公立大学法人福知山公立大学評価
委員会による評価を受け、その結果を反映し、業務運営や教育研究活動等の改善を図る。

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

中期計画

第６　財務内容の改善に関する目標

５　経費の抑制に関する目標

中　期　目　標
契約の合理化・集約化、期間の複数年化、詳細にわたる経費削減、無駄の防止を図る業務改善を行うなど、経営上の課題の把握と対策に常に
取り組む。

５　経費の抑制に関する目標を達成するための措置

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画

１　設立団体による評価に関する目標を達成するための措置

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置

中期計画及び年度計画を作成し計画的
に業務運営を行い、毎事業年度終了後
は、年度計画に定めた項目ごとにその
実績を明らかにし、公立大学法人福知
山公立大学評価委員会の評価を受け
る。

3
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

65
平成29年度に認証評価機関による評価
（第三者評価）を受け、その結果を大
学運営に反映する。 5 103 3 3 122 4 4

66 自己点検・評価を定期的に実施し、大
学として教育研究水準の向上を図る。 3 104 3 3 123 3 3 88 3 3 87 3

67 内部質保証システムを構築し、適切な
運用を行う。 4 105 3 3 124 3 3 89 3 3 88 4

68
認証評価とは別に、平成32年度を目途
に外部有識者等による大学評価の実施
を目指す。 3 89 3

２　自己点検及び自己評価並びに第三者評価に関する目標を達成するための措置

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置

（４）外部有識者による大学評価

（３）内部質保証システム

（２）自己点検・評価

（１）認証評価（第三者評価）

中　期　目　標

中期計画

教育研究活動及び業務運営の改善に絶えず取り組んでいくため、学校教育法第109条第1項に基づく自己点検・評価並びに第三者評価を定期的
に実施し、その評価結果を積極的に公表する。
なお、設置者変更手続に伴い学校法人成美学園成美大学から承継する第三者評価による大学不適合判定を一刻も早く解消するため、速やかに
大学経営・大学運営の改善に着手し、早期に第三者評価を実施する。

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標

２　自己点検及び自己評価並びに第三者評価に関する目標
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

106 3 3 125 3 3 90 3 3 90 3

107 3 3 126 3 3 91 3 3

３　情報公開と広報活動に関する目標を達成するための措置

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置

公立大学としての社会に対する説明責任を果たし、法人経営・大学運営の透明性を確保するため、教育研究活動や業務運営等に関する積極的
な情報提供を行う。

（１）積極的な情報提供

69

中期計画、年度計画、財務諸表、自己
点検による評価結果、認証評価機関に
よる評価結果等の法令上公表が求めら
れている事項はもとより、教育研究活
動や地域貢献活動、社会貢献活動等に
ついてホームページ等を通じて積極的
に公表する。

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標
３　情報公開と広報活動に関する目標
（１）積極的な情報提供

中　期　目　標

中期計画

3

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

70 大学の基本理念、特色等を踏まえた広
報活動を行う。 4 108 3 3 127 3 3 92 3 3 91 4

71

広報委員会と入試委員会を別に設け、
広報委員会は主に大学の知名度及びイ
メージの向上に関して、入試委員会は
主に学生の確保に関して活動を行うこ
とで広報体制を強化する。

3 109 3 3 128 3 3 93 3 3 92 3

110 3 3 129 3 3 94 3 3 93 3

111 3 3 130 3 3 95 3 3 94 3

96 3 3 95 3

③効果的な広報活動

中　期　目　標

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画

大学の知名度を向上させるとともに、恒常的な学生の確保につなげるため、広報体制を強化する。入学志願者や教育研究活動、地域貢献に関
する詳細な調査やデータ解析を行い、全国の高校や地域社会に向けて、ホームページ等を活用し、分かりやすく効果的な広報活動を展開す
る。

３　情報公開と広報活動に関する目標を達成するための措置

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置

3
目的及び効果を考慮し、計画性を持っ
てマスメディア等への情報提供やホー
ムページの活用等を行うことで効果的
な広報活動を行う。

72

②広報体制

①広報活動の方針
（２）効果的な広報活動

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標
３　情報公開と広報活動に関する目標
（２）効果的な広報活動

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

6 11 22 8 7

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

112 3 3 131 3 3 97 3 3 96 3

113 3 3 132 3 3 98 3 3 97 3

114 3 3 133 3 3 99 3 3

115 3 3 134 3 3

135 3 3

73

中　期　目　標

中期計画

法令を遵守し、社会の規範やルールを守り、市民の信頼を損なうことのないよう、教職員及び学生の意識の向上を図り、コンプライアンスの
推進体制を構築する。

１　コンプライアンス（法令遵守）に関する目標を達成するための措置

第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

社会的信頼の維持及び業務を適法・適
正に推進するため、コンプライアンス
に関する規程及び体制を整備するとと
もに、社会動向に合わせて見直す。ま
た、コンプライアンスに関わる啓発と
研修を実施する。

3

第８　その他業務運営に関する重要目標

１　コンプライアンス（法令遵守）に関する目標

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

116 3 3 136 3 3 100 3 3 98 3

117 3 3 137 3 3

118 3 3 138 3 3

139 3 3

74

中期計画

第８　その他業務運営に関する重要目標
２　施設設備の整備・管理に関する目標

中　期　目　標

施設設備の整備・管理に関する目標と
計画を策定し、実施する。

3

２　施設設備の整備・管理に関する目標を達成するための措置

第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

大学施設については、利用状況を把握し、有効活用を図るとともに、良好な環境を保つため、施設の機能保全及び維持管理を計画的に実施す
る。
また、市民の財産である大学施設の適切な保全の視点から、長期的な展望に立ち、耐震化、エネルギー使用の効率化やユニバーサルデザイン
への対応などを含め、計画的な資金確保のもと、施設管理・整備を行う。

中間評価
法人評価

H28年度計画 H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

119 3 3 140 3 3 101 3 3 99 3

141 3 3

142 3 3

143 3 3

120 4 4 144 3 3 102 3 3 100 4

145 3 3

121 3 3 146 3 3 103 3 3 101 3

147 3 3

148 3 3

（３）情報セキュリティ

（２）職場環境

（１）危機管理体制

77

76

75

中間評価
法人評価

H28年度計画

関係法令等を踏まえ、教育研究現場の安全確保を徹底するため、情報セキュリティ等に関する具体的な方針を整備し、それに基づいた環境・
体制の整備を行う。

３　安全管理に関する目標を達成するための措置

第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

3学生の安全対策等を含む危機管理体制
を整備する。

4職場の健康管理、安全管理を推進し、
快適な職場環境を目指す。

3情報関連規程を整備し、情報を安全か
つ適切に取り扱う。

第８　その他業務運営に関する重要目標
３　安全管理に関する目標

中　期　目　標

中期計画
H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画
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149 3 3

77 3情報関連規程を整備し、情報を安全か
つ適切に取り扱う。
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番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

122 3 3 150 3 3 104 3 3 102 3

151 3 3

152 3 3

中　期　目　標

中期計画

第８　その他業務運営に関する重要目標
４　環境への配慮に関する目標

省エネルギー、省資源化に取り組む。78

４　環境への配慮に関する目標を達成するための措置

第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

環境への配慮と経費削減、コスト意識の更なる醸成につながる省エネルギー、省資源化に取り組む。

3

中間評価
法人評価

H28年度計画 R1年度計画H29年度計画 H30年度計画
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中期計画
小項目数

H28小項目数 H29小項目数 H30小項目数 R１小項目数

4 4 7 4 4

番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価 評価委員評価 番号 法人評価

123 3 3 153 3 3 105 3 3 103 3

154 3 3

155 3 3

80
大学の理念、特色等の実現、組織再編
等により必要となる施設及び設備の整
備を計画的に進める。 4 124 3 3 156 3 3 106 3 3 104 4

81 施設及び設備の適切な維持管理に努め
る。 3 125 3 3 157 3 3 107 3 3 105 3

126 3 3 158 3 3 108 3 3 106 3

159 3 3

①現状把握と対応

H29年度計画 H30年度計画 R1年度計画

3
施設及び設備の現状を把握し、老朽化
したものについては整備及び改修を計
画的に実施する。

（２）人事に関する計画

3
職員の能力と実績を総合的に評価する
制度を構築、運用するとともに長期的
視点に立った採用計画を策定する。

③維持管理

②新たな施設及び設備等

82

79

中期計画
中間評価
法人評価

H28年度計画

（１）施設及び設備に関する計画

第14　福知山市の規則で定める業務運営に関する事項

39


